
村松高校東京同窓会会報

平成23年(2011)大会号

建設中の東京スカイツリーが 3月 18日 、最終の高さ634(ムサシ)lπに到達。
先人の知恵も取り入れた塔は、今回の地震にビクともしなかった。

新潟県立村松高等学校東京同窓会  No.15コ



新潟県立村松高等学校 東京同窓会

第 54回 定期大会 に臨ん で
大会実行委員長 郡司

同窓の皆様、今年も恒例の松高東京同窓会定期大会の

開催時期がやつて参りました。今年で54回を数えま丸
今年はまた、母校創立 100周年を迎えおめでたい年で
もあり、 10月 には記念式典が挙行されるようです。
しかしながら、3月 11日 に発生した東日本大震災は

未曾有の惨禍を広範な地域にもたらし、死者行方不明者

は未だに増え続けており、心よりお膳やみ申し上げます。

また、大勢の方々が避難生活を余儀なく強いられ、我々

も支援活動を通じて 1日 も早い復興をお祈り致しま九

さて、話を母校に戻します。今年の入試は、学級減の

3学級118人の募集になつたうえ、大幅な志願者減で
定員割れになつて仕舞いました。本当に残念な事であり、

正大 (高 16回)

心寒からしめるものがあります:母校の今後一層の奮起
を願つて止みませれ

最近の卒業生の居住するところを、同窓会名簿 鎗J立

100周年記念)により調べてみますと、殆ど五泉市で
あります。勤務先は別として新潟市も決して多くありま

せん。ましてや、東京・関東地区に居住する人々は極々

僅かです。事情はどうであれ、選択肢を広げて進学や就

職にもつと多くの卒業生に上京して欲しいものです。

東京同窓会は半世紀以上も続いております。上京して

来る若い後輩が喜んで参加したくなるような同窓会に皆

で育てていきましょう。今後とも皆様のご協力をよろし

くお願い申し上げますЭ
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東京同窓会 第 54回定期大会 プログラム (敬称略 )
日 時 平成23年 6月 12日 (日 )正午開会  会 場 ホテル グランドパレス3F「白 樺」

会   ――司会・進行――  安中 信夫 (高 20回 )、 徳永 道子 (高 12回 )
開会のことば・・・ 0・ ・ 00000000000000・ 実行委員長 郡司 正大  (高 16回 )
東京同窓会長あいさつ 00・ 00・ ・ 0000・ 00・ 000・ 会 長 鈴木 多喜男 (高 4回 )
村松高等学校同窓会長あいさつ 00・ 0・ 00・ ・・ 00・ ・・会 長 相田 豊  (高  9回 )
村松高等学校長あいさつ・・ 000・ ・・ 000・ 000・ 0・ 校 長 鈴木 重行
議 事 ・・・・・・・・・ 00・ 。・ 0・ ・・・ 00・ ・・ 0司 会 安中 信夫  (高 20回 )
(1)平成22年度委員会活動報告
① 総務委員会 00・ 0・ ・・・・・・・・・・ 0・ ・・委員長 郡司 正大  (高 16回 )
② 財務委員会・ 0… 000・ ・・・・・・・・・・・委員長 塚田 勝  (高  8回 )
○会計監査報告・・・ 000・ ・ 0・ 00・ ・・・・・監 事 賞E倉 富次  (高 9回 )
③ 広報委員会・・・・・・・・・ 0・ ・・・・ 0000委員長 大橋 貞夫  (高 10回 )
(2)会貝Jの改正

① 会則の一部改正 00・ ・ 00・ ・・・。・・。・総務委員長 郡司 正大  (高 16回 )
(3)その他
7 閉会のことば 000・ ・・・・・・・・・・・・・・・・実行副委員長 佐藤 赳  (高 11回)

第二部 トランペット演奏 奏 者 飯吉 高
ピアノ伴奏 飯吉 亜季子

第二部 懇親会   ――司会・進行一―  安中 信夫 (高 20回)、 徳永 道子 (高 12回 )
1 開 会・・・・・ 00・ ・・・・・・ 000・ ・・・・・・・… ・・・司会者
2 乾 杯・ … ・ … ・ … … ・ … ・ … … ・・ … … … ・… Ш帝者の中から
3 お楽しみ抽選会・・・・ 00・ ・・・・・・・・・・・・ 00・ ・幹事 平山 誠一 (高 22回)・ 他
4 校歌・応援歌 0… 0… … ・ … … ・ … ・ … … … ・ … ・熙麟牲演
5 手締め・ 。・・・・・・・・ 00・ ・・・・・・・・・・・・・冨J会長 渡辺 人郎 (高 3回 )
6 閉会・お開き 0000・ ・ … ・ 00・ ・ 00… 00・ ・ 0000・ ・司会者
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平成 22年度 東京 同窓会の動 き
4月 24日 (D  編 集 会 議   (梁轟:及 49り計) 10月 23日 (D 第 6回 幹 事 会

13:00新 潟県人会館 3A
O)編
謬 棄 鮨 証 淮 等 醒 壺 禿 1                                                       

｀

14 : 00新潟県人会館

4月 24日 (D 穿手■巨群牟毒発粂                  
・ 54回大会会場の採否
・その他

14:00新 潟県人会館3A ll月 12日 (a 会報 50号原稿を第二匡晰 Jヘ
・ 53回大会について
。その他         11月

27日 (J 第 2回 総 務 委 員 会

5月 28日
・継続案件の打合せ

0 グ ラ ン ドパ レ ス キ丁合 せ ・その他

11:00ホ テル集合、実行委員
5月 31日

12月 25日 (J 第 7回 幹 事 会
鯛 ) 第一匡鰤 Jへ No.49号原稿送付

6月 05日 (D 第 2回 幹 事 会             14    

ヘ

: 00新潟県人会館
・雀覇猥発鍛X460通ヨ(メーーノL/frl

14 : 00新潟県人会館 ・ 54回大会について
053回大会案内状発送作業 ・母校 1100周年に関して

470通 (464通郵送) ・新幹事の就任と退任幹事の紹介
・大会会場ホテルとの確認事項

・役員改選について                   
・幹事会終了後忘年会開催

・その他               2011年
7月 03日

2月 19日 (D 薪彰暮会 議課 (会報 51号 )
(D 第 3回 幹 事 会
14:00駅鴇県人毎 官3A                     :°

°鵬 県ノ、

`聟

導3A13
0平成 23年大会号の編集方針

・ 53回大会の最終打合せ ・その他

実行委員長報告と打合せ

・その他               2月
19日 (J 第 8回 幹 事 会

7月 11日 (日 ) 東 京 同 窓 会 53回 大 会                  :°
°況 馬県χ 鞘 3A14

054回大会について
12:00ホ テルグランドノくレス
・出席者総数 140人                  

司会者、アトラクション

・会報配布数145通                 
°1°°周年記念事業について

7月 31日 (J 第 4巨群牟葺発会                 
・総務委員会からの提案

14:00新潟県人会館                 *会
員名簿と協 簿の整理

・会報発送数143通                   *会
則の見直しについて

053回大会総括                    
・その他

・その他                3月
03日 lal 幹事打合せ会

9月 19日 (日 ) 編 集 会 議  (会幸反50号)                   :30月
鼎弓県χ 猟 3B10

0100周年記念講演会について

13:00月甲察拶訣ノく会逍官 実行委員会の記録を本部に要請
0用子月え234円嘲鵬 備 金十
。その他

・その他

9月 19日 (日 ) 舞事5巨碑令毒発箸              (∋
 編集会議 (会報51つ3月 19日

14:00考願朱拶訣ノく会誼官                      3:00月
n朱拶課人

`聟

泊2F
・編諜教詮十、鵬 の温

・新幹事とい の糸脅介 ・その他
・54回大会会場について 3月 19日 (D 第9回幹事会
054回大会実行委員会の設置 14:00弟層髪拶熟ノく会強官2F

10月 16日 (J 第 ■回 総 務 委 員 会
13:00林 さん別宅                  

・54回定期大会について

0会員名簿の整理について

大会役割分担、第二部の催し

・その他       
｀ *鋼 のプログラム

・ 3日の幹事打合せ会の報告

10メ]23日  (D  薪誕暮雀寿義 (会報50号 )
13 : 00新潟県人会館

0100周年記念式典への参加形態
0東京同窓会員の継続確認調査の件

・鉾 艮50搬 金掏錐嘉忍 ・その他



ありがどうございネ tた
①平成22年度年・会費を納入された方々 (敬称略)

青木  敏和 酒井  俊昭 佐藤  赳 根本  俊夫 芦川  靖子 島田  淑子
朝倉  克巳 佐々木 秀三 讃岐  義宏 羽賀  道信 安達  繁子 重黒木 紀代
畔田  昭義 金子  鶴男 佐野  善吾 長谷川 吾一 『可部  モヨ子 鈴木  雅子
阿部  勇 金子  健二 澤井  昭 長谷川 五郎 荒井 るり子 高尾  桂子
安部  賞 亀山  知明 澤出  赳允 長谷川 三男 飯利  幸 高岡 五百子
新井  二郎 川合  敏男 柴野  暢夫 服部  修治 五十嵐 人端 高浜 つる子
新井  康夫 河辺  徹夫 下野  文幹 濱田  守 一氏  愛子 田川  百合子
荒川  守 川村  莞爾 重黒木 賢二 原   高志 伊藤  起子 滝沢  美恵子
安中  信夫 神田  栄俊 新保  優 平山  誠一 上杉  礼子 田中  芳子
安中  幸男 菊地  一雄 杉本  芳男 堀川  俊郎 内田  道子 塚野  ミイ子
五十嵐 一郎 杵渕  政海 杉山  光男 増田  訓英 大島  エミ 出ロ  テル
五十嵐 丈郷 木村   寿一 鈴木  健司 松尾  貢 大竹  和子 寺山  征子
石井  清和 桐生  光憲 鈴木  輝雄 間藤  謙一 大橋  也子 徳永  道子
石川  滋 熊倉  繁 鈴木 多喜男 丸山  貞次 岡   信子 中川  シズ子
石黒  勝夫 熊倉  富次 関塚  豪 水戸  勉 小笠原  よし子 中島  和子
石黒  久七 育旨合   道雄 関谷  雄二 三室  茂和 緒方  康子 中村  エツ
石黒   四郎 雲村  俊惟 瀬倉  武志 宮川  裕皓 岡部  ユキ 中村  俊枝
石本  芳雄 黒谷   幹丈 高岡  英治 官腰  和男 岡本  勝子 波多  ミサエ
稲毛  越郎 郡司  正大 高岡  光夫 宮沢  正由 |ヽ沢   幸子 波多野 紀子
今井  貞夫 all持   常泰 高岡  雄三 武藤  二郎 粕谷  裕子 林   信子
今井  孝宏 小池  生夫 高地  彰 武藤  達家 片柳   ムツ 治田 レイ子
今井  英雄 小出  博三 高地  勝 武藤  正昭 本村  孝子 深見  洋子
岩野  llF史 小 日山 芳栄 高山  幹雄 村川  恭平 フ、我   マキ 藤崎  トヨ
遠藤  昭 小山  光男 滝沢  信喜 村川  五郎 熊倉 マサ子 藤本  夏美
大江  勝司 近藤  尚志 滝沢  義則 村川  忠司 ′lヽ島  典子 星野  孝子
大橋  貞夫 近藤  洋輝 田中  豊 目黒  義二 」ヽ林  早月 升本  久子
大橋  利光 斉藤  公明 長賀  一哉 人木 又一郎 近藤  昌子 松澤  綾子
岡田  見津夫 斎藤  正義 塚田  勝 簗取  正通 佐々木 恵美 松本  知子
奥津  嘉雄 坂上  卓夫 辻川  登 山崎  輝雄 佐藤  綾子 真水  道子
小黒  正恒 坂上  三夫 坪谷  次郎 山崎  豊吉 佐藤  治 三国  弘子
小柳  実 佐久間 英輔 弦巻  功 山田  俊治 佐藤  洋子 三宅  紀子
笠原  静夫 篠川  恒夫 寺田  徳隣 吉井  清 佐藤  昌 向山  律子
梶屋  庄佑 佐々木 秀和 永田  毅 吉田  晴男 佐藤  人重 森川  弘子
加藤  喜七 佐藤  良平 中村  雅臣 渡 刀 佐藤  玲子 森田  勝美
蠣崎  福次郎 佐藤  栄治 二官  文三 1度 ユ  嘉樹 白石   キヨ 山下  栄子
加藤  清治 佐藤  克 二宮  光洋 鈴木  節子 山西 愈佐子

鈴木  則子 渡辺  厚子
平成 22年度会費納入者数 合計=2 7名
②平成22年度・寄付された方々 (敬称略)

○男子の部 (4名 ) 金額=13,000円
7,000円  石り|1 滋
3,000円  熊倉道夫
2,000円  武藤二郎
1,000円  大岩信也

○女子の部 (2名 ) 金額= 4,000円
2,000円  小林早月、緒方康子
026,000円  8回 生同期会有志
072,430円  佐藤 赳 (郵便切手現物寄付 )
030,000円  同窓会本部より活動助成費

寄付合計金額 =145,430円



平成 22年 度会計収支決算書
(平成 22年 4月 1日 より平成 23年 3月 31日 )

新潟県立村松高等学校 東京同窓会

上記の通りご報告致します。

平成23年 5月 2日

東京同窓会長 鈴木 多喜男 ①
財務委員長  塚田 勝  〇

上記の決算書は監査の結果、適正と認めます。 平成23年 5月 2日  会計監事 熊倉  富治  ①
会計監事 高岡 五百子  ⑪

収入の部 (単位 :円 ) 支出の部 (単位 :円 )

特別会計 特別会計

第53回大会収入 (No50既報)    1,127,000 第53回大会支出 (No50既報)   1,273,715
一般会計 一般会計
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22年度 会費
男子 143名
女子  74名
計  217名

平成22年度 寄付金 0切手
男子 4名
女子 2名
同窓会本部 (活動費助成 )
8回生同期会有志

切手現物 11回生佐藤赳氏
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*寄付金者名は4ページに掲載してあります
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53回大会 補填

会議費

(幹事会・広報委員会 )

会報発行関連費
No4 9印刷代 (500部 )
会誌用封筒 (含印刷代 )

発送費 (メ ール便・郵送 )
No5 0印刷代 (500部 )
会誌用封筒 (500部 )

発送費 (メ ール便)

発送費 郵送 0宅配等
発送用宛名シール

通信費

切手/はがき
コピー代

宅配・郵便

年会費振込・他手数料

振込用紙印字代

対応費  (交際費)
県人会賛助.理事 会費
本部総会対応費 (参加4名 )

県人会百周年記念 寄付
見方謙策氏 献花

諸雑費 消耗品
インク・用紙・写真等

146

96,470

355,368

100

275

930

500

275

920

760

608

37,498

29,118

6,400

1.980
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11,570

1,100

12.670

175,750

20,000

90,000

50,000

15,750

15,785

15,785

22年度収入合計          796,610 22年度支出合計         840,256
平成21年度から繰越          646,914
郵便貯金      646,914

平成23年度へ繰越          603,268
郵便貯金     597,768
切手現物      8,500

合 計             1,443,524 〈
口 計            1,443,524



村松高校 創立 100周年記念事業のご案内

我が母校新潟県立村松高等学校は、明治44年新潟県
立村松中学校として開校し、今日まで約21,000人の
有為な人材を輩出してきました。その同窓生は、県内外

の各界・各方面において活躍されていま丸

その母校が、本年、創立100周年という記念すべき
年を迎えま丸

昨年 7月、母校の地元では、同窓会 (東京同窓会長も

メンバーの一員です。)、 後援会、PTA、 学校が一体と

なり、槍J立 100周年記念事業実行委員会」を発足させ、
記念事業の推進に取り組んでこられました。このほどそ

の記念事業の概要が固まりましたので、東京同窓会の会

員の皆様にご案内いたします。

事業内容は、いずれも母校の教育活動の充実に資する

とともに、100周年という大きな節目に当たり、「臥青艶
の輝かしい歴史と伝統を継承し、未来に向かつて社会の

担い手となる人材をより多く育成するものです。

ふるさとを離れて首都圏で生活されている会員の皆さ

んには、ふるさとを離れていても母校の発展と一人でも

多くの後輩が母校で学んでくれることを願つておられる

ことと′思います。

どうかこの記念事業の完遂に、会員の皆さんからの何

分のご支援と力強い牽引をお願いします。

正門 (登録文化財 )

創立 100周 年記念事業の計画内容

記念事業として次の5つが計画されています。

1.記念式典
日日寺:用み文23年 10月 1日 (D 9:30-10:30
会場 :村松高等学校第二体育館

広報委員 石黒 月券夫 (高 14回

第一体育館 (左側)

2.記 念講演会
①日時 :平成23年 9月 28日 (水)13:30～
会場 :総上高等学校第一体育館
講師 :/1泄夫氏 (高 3回卒 )

跡 義塾大学名誉教授
「演題未定」

②日時 :平成23年 10月 1日 (土)10:I卜11:50
会場 :村松高等学校第一体育館

講師 :島田洋七氏

明 甲にめ|ザず自分の道にり臓 した私」

3.記 念碑除幕式
日日寺:平成23年 10月 1日 (土, 12:0卜12:20
会場 :村松高等学校玄関前

正門内

4.記念祝賀会
日日寺:平成23年 10月 1日 (D 13:1卜15:15
会場 :さ くらんど会館イベントホール



5。 その他の記念事業

(1)

・普通教室に冷房機器を設置

(2)図書館の整備
・図書を充実しパソコンで管理

(3)ステージ緞帳の架け替え

(4)登録有形文化財の校門に説明板の設置
(5)創立loo周年記念碑の建立
(6)記念誌晰 予

以上力治J立 100周年記念事業の概略で九

お知 らせ

・式典、講演会、祝賀会に参加を希望される方

は事務局までご連絡願います。

・その他詳細は、後日、事務局からご案内します。

(問合せ先)事務局 熊倉洋子 (高 20回 )
〒959-1704 新潟県五泉市村松甲 1775

丁EL:0250……58--6362

母校村松高校 100年の歩み

母校村松高等学校の 100年の歩みをご紹介します。

ご自分がどの時期に母校で学び、将来何を目指したかっ

たか、恩師、友達と交わり何を語つていたかなど、いろ

いろな思い出を重ね合わせてください。

明治44.3.21 設立許可 0新潟県立村松中学校と称す
4   徽章制定
4.25 第1回入学式挙行 入学者72名 12

妊

学m(こ の日を創立記念日と制定
31 新発田中学校村松分校と称す (1学繊
1 独立認可、新潟県立村松中学校と称す
15第 1回卒業式挙行
11脚 堵 予

2 創立 lo周年零己鎌式2封子
25 膚ぬL20折司喘 蛸 子

5 創]立 30周年言己鎌式2針予
4学豹彦褻窯

1 学市llEXtlこよりが市J中報 を緞
1 学制改革により新潟県立村松高等学校

日召不ロ

とらびホ

6.1 定要市J雄を併憧置審 鍾媚1音D

24.3.31 田直琳時 高等学校を合併

4. 1 定]寺市J2寺彎及募議暮 鶴 音M井擢∋
25.4.11全日制動 知朝 瞬担 1部之を鑓

26. 9.30 創立 40折司
―

子

30.4.1 定時制課程 1学級募集となる (夜間音D
37.4.25 創立50周年並びに体育館落成

―

子

41. 4. 1 全日告J普通科6学級
43.10.21 音障勢移軒屋タト照明¨

22 洋裁実習室増築
31 体育館増築 (附属∋
31例 睦 避 詔 雰 膜
23 創立60周年記念式挙行
15霧 田 翡 翻 誠
30 牛拐1材教恒芭彬莉ぢど栄聟客

"え31 -    (181教室 校長公舎新築落成
6第二体育館新築落成
31 笏諏罫新東女築、

31鬱 諌 膨 ミ 引 く樺 晰 勲 城
1か 謝晰痢餞彙集停止
12

27 創立 70周年記念式挙行 記念事業の

中劇

か論憫開断論式当予

か論憫離

多目的教室、

グランド整備完成

嘲 嚇

創立80折司

―

予

鐸 の M嚇

被服科募集停止

棚 囲 閉稀 稔 壕 桁

グランド、野球場整備完成

,lF``ミ|… 駆

創立90周年記念式挙行

第二体育館対辮致修

糊 1贋辣 酬 椀 大規模改修
サッカーグランド鵬 ット設置

普遅彦畦翡調嘘難蓼・補郷輩案工拠

爛 師蒔蒙郁虹 事唆工

糊 嗽動 煮(榊 也 影

軸 修

正門有形文化財登録
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9。  30

18。   2. 24

9。  29

19。  10。  23

20。  3.  7

生徒昇降口



憑

詢
♪:

ピアノ夢物語

～ベーゼン ドルフアーに寄せて～

山田 (澤田)幸子

「菩提樹」 ントベレト歌曲集

泉に沿いて 繁る書提樹  :

慕い行きては うまし夢みつ三

幹には彫りぬ ゆかし言葉

うオし1ジ悲しに 副九 しヽそ
`り

いげ

(この美しいメげ 行を口ずさむと、10代の頃の懐かしい

思い出の中に多クスリリジしてしまうのですЭ)

ミユれ 寺路の向 24曲中の第覇郵あ るこの 暗提向 は

遠く去った恋人との思い出を胸に、死の影に怯えながら

さまよい歩く若者にとつて、菩提樹の木陰は安らぎの場

であり「ここに幸せがあるよ」と木々は優しく囁くので九

音楽の都・ウイースこ生れ育ったシュー
～
レNま、不治の

病に犯されて31歳で夭逝しますЪ残された己が命とかの

若者の姿を重ね合わせ、この作品の中で見事人間心理の

陰影を表現したのです。美しい調べが,いの奥深く響くは
「音楽は世界共通の言葉である」としみじみ感じるのです。

その扉を開き豊かな音楽の舞台にお導き下さつたのが

まだお若かった松高の音楽教師・山家寿子先生でした。

音楽室へは寄宿舎の長い廊下を左手に折れた先の平家で

そこには
'シ

ァ劫 置ゞかれていました レ)|スを
終えた2級上の佐藤峰雄さん∽鼎訪学名た郭慟が楽譜を胸に

抱えてあの廊下の端を伏目I際こイ子く姿が供して女に方む詠D
窓外の見事な人重桜の樹と重なり蘇つて来るのです。

〈
―
,L/7ア
・
BOsendorfer〉 はウイーラ生まれで

イグたがルミセン,力ヶく胚ケ器つによつて創られました

世界三大ヒアノの一つでlfuしリインウニ́ セガ イカがあり、

'M″
ァ¬まざ ノの巨匠と呼ばれたF・ リスЮ 激し

い演奏に絶え抜いたことで、名器中の名器とされました

この様に貴重なピアノが昭和4年当時の村松女学校の

音楽教育の充実を願う菅家コウ先生の熱意で購入され、

その′臥恵を受けた多くの女学生が巣立って行きました。

所が昭和21年城下町村松は大火に見舞われ、猛火の中

志ある方々の必死の働きにより無傷で運び出されました。

24年乃り妙 新制度で旧中学校と合併し高校へとお嫁入り。

当時の松高は県でも有数な伝統校で旧帝大を始め東京の

一流大学へ進学も多く、地元に残つた方達の活躍も目覚

しく、敗戦で疲弊した日本の国の礎となつたのでした。

この友たちと共に、日々 臥龍が丘を眺めて音Ⅳ舌にはげみ

あの美しいOM″ アつ 調べに包まれて過した高校

3年間は、今も忘れ難い′鴨 出ヽとなつています。

「冬の胸 OP 89
口Jァ …信 司
ロシrデルト作曲
口近藤朔風訳 lBA治 420

※うま暉 しい・好ましい

昨秋、高4回生が月岡で同期会をした帰り母校を訪間、

小形校長、山本教頭の出迎えを受け現在の学校状況等の

説明を伺い新校舎を見学しました。授業中で音楽室内は

見られず音楽部員としてはと,残りで松田睦ちゃん(刀レDと

校長に直接 L7/の事を伺うと「貴重な文化財なので調律

し大切に扱って居ります」とのお話でした。何分年代物の

ヒ乃′なので果たして力 の演奏に耐えられるかどう力ヽ

実は私の友人にウイールの音楽家が居り、5年前仕事で

国際交流(レ雄論文fヒ抜罰をウ作ルで行った折、引受けの

彼女に、松高のヒアノ′の話をしてあつたので、校長のお話

を伝えると「今春日本演奏会の日程の中に、新潟視察旅行

をいれましょう。私も是非触れてみたいです」とのお返事Э

ヨ却 ノ‐流の音楽家が松高のL7/に逢いに来られる!!

これで、あのヒしりに熱い思いを寄せられた多くの先達に

少しは報いる事が出来るであろうか …と念じ、重責を覚

えながらも今は夢が叶うかも知れない喜びで一杯です。

みどり・カレ|サ‐さんはア ■え 住のじたスト・声楽家

で御自分の演奏活動の傍ら「ヒアノ芸術協会Jを設立し、粁

音楽家の育成を計る努力家 彼女をご紹介下さつたのは

シ告シ大学教授(哲学科)Dr橋先生 (′訂 の先9。 あれから

すでに10数年になりました。始めの頃|ま来日時の演奏会

案内や私の発行する機関紙 (公益法人)への寄稿でしたが、

数年前ドイツ語のCDを制作するに当り、万葉集と古今和

歌集他の原詩検索の御依頼があり、私の専攻が奈良・平安

でしたのでお引き受けしました。

異文化をより深く理解しそれを生かした表現を試みる

姿勢に強く打たれました。その時和歌の検索もさること

ながら、古代日本の歴史・当時の文化・作者の心晴など

〈日本美への憧影〉
～西洋に咲く日本文化の華～

○クト ド・此シヅンの日本情景(3曲

○ミトT:レ・燎 ン房軒寸鋼りrコ (640

0マ伸←によるJ備の喧士J′J囁 (6編
○日本短歌署→鴨曽計古悧 也(16ヨ

○ (ソ方功 エレ・77ン・リフー

型劉・カレけ―

○ (的勿  み動・ヵレけ―

糸田かく伝えましたc

昼と夜とが丁度正反対の

ウイウ と詳0煮. M濡 と
日本古語とのノイリンが比

膨大な資料|ま想像を絶す

る作業の連続でしたが、

何とかニノ、で頑張つて、

見事な作品を生むことが

出来嬉しい限りでした。

今回みどり・カレけ‐さんの村松行きを現地で引き受け

て下さつたのが、英林寺の関谷正中さん(高 6回で高校の頃

男性四重唱で活躍し、後に教師として(社会科)母校ヽ戻り

後輩のブルケン時 をされました。今、東京で関わる

合唱団の指揮者が、シ ■瑠 蜘割太にみどりさんの御夫君
‐4ルⅣ‐教授の教え子であつた事が判りこの何と奇なる

御縁か ?|!と驚き、めぐり逢いの不思議を感じる昨今で九

あの
―
ド1/7ア哺ゞヽ遠きふるさとを′思い出しNり河

の流れに乗せてどんな調べを紡いでくれるのでしょう。

どうぞ一人でも多くの方々に、みどり0カレヽ 卜さんの

素晴らしい音楽をお聴かせしたいと願つています。

平成 23年 3月 8日 記



ふ るさとに根 づ く文化のか を リ

～雪割草と村松萬葉の町～

高地 彰 (高 8D
初冬の十一月二十八日、上野の大佛山で「雪害J草」の

苗の植ゑつけ会があつた。村松から大型バスで二十余人

の人たちが上野の山にやつてきた。首都圏からも四五人

の参加。前もつての宣博が行届かなかつたか、この数は

少し寂しい。埼玉から片柳ムツさんと岡部ユキさん、少

し遅れて木村寿一氏と東京新潟県人会から石黒勝夫氏が

駆けつけ大Ъ

この日l■l脚青に恵まれ、村松から緑色の法被を着た人

たちを含めて、バスを降りるや幹事の挨拶もそこそこに

早くも軍手をはめて植ゑつけが始まる。去年の経験があ

るので今回はほとんど説明が要らない。手際よく作業が

進んた

去年の株がそこここに残つてゐるので、その隙間を埋

めるやうにスコッフ
3で
浅い穴を掘って植ゑてゆくcヽ燃=

から持つてきた約五百株の苗はあつと言ふ間に拐Jけてし

まったc頭のなかではすでに赤や自の可隣な花が咲いた
情景が浮かんでゐたことだらう。

ところで作業をしながら考へた。村松はすでに町がな

くなつて四年が経つ。毎月送られてくる広報「ごせん」

を見ると人口も減少の一途だ。夜ともなればシャッター

の下りた店が目立つ。村松の文化活動の旗職を鮮明にし

た 防Й繹彰制 も薄くなる一方几

それなのに雪割草の植ゑつけは愛宕山を始め、各地に

広まつてゐるといふ。事実、今年も東京まで遠征して来

られた。雪深い越後の野山に、春を待ちかねたやうに可

憐な花を咲かせるこの植物は、何といふ健氣な花なのだ

らう。その可隣さを愛でて、植ゑても植ゑても抜かれて

しまふといふ。ひそ力ヽ こ持ち去る人がゐるらしい。

そしてこの花はなんと、たっぷりと水を得て暖かい春

の日差しを浴びすぎると無残に枯れてしまふのだЭ花は

陽の光を浴びて咲くもの、といふ固定観念を否定するや

うに、「私は日陰の花」と言はぬばかりの育ち方をする。

それがなんともいぢらししゝ

そしてもうひとつ、村松に根づいてゐる文化は年一回

発行する『村松萬葉』であらう。もう二十七年続いたと

いふから驚く。村松の人を中心に、地方に出た人も多く

文を寄せてゐる。そこには一様に人々が暮らした′自、づか

ひや、物を感じるたをやかな心のたたずまひが溢れてゐ

る。その土地に瞑ましく生きた人の息吹と、遠く離れた

ところから故郷を想ふ人の感既力澪吉まつてゐるのだ。

しかしこのところ毎年だんだん薄くなつてきた。先輩

達が物故してゐるからだらう。なんとか新しい人達を引

き入れて、この香り高い文化を継承してゆけないもの力、

今年の出版祝賀会に参加のため、久し振りに小雨降る

薄暮の町を歩いたら、折りしも勤労感謝の日であつたた

めか、通りには軒並み日の丸の小旗が飾ってあつた。そ

の風清は、ここに住む人たちのサ真ましさと、静かな日々

の営みを物語つてゐるやうで、思はず立ち止まり背筋を

伸ばしたことだつた。同時にその下方で、小生がかって

引揚者として異境の地から流れ込んできたゆゑに、とて

もいぢめられた幼き日の′思ひ出をも閉ぢ込めてゐた。

大きな事件があった明治維新を経て、軍都として栄え

た町はいま役目を果したかのやうに静力ヽこ眠つてゐる。

しかし遠く大都会へ縁をたどつて可隣な花を植ゑつけに

こられる町の人々はまた、薫り高い文字文化の偉承者で

もある。村松は単に先祖の墳墓の地と言ふだけではなく、

やはリカヽすがえのないふるさとなのかもしれない。雪割

草と村松萬葉は、新しい文化のかをりを広めつつある。

うれしいことa 平成二十二年十二月 記
☆これ以降は、五泉出身で三郷市在住の小倉和助氏の

ご好意で提供して戴いた資料により掲載致します。

雪 害u草        上野大仏周りに咲く雪割草
学名 (和名):オオミスミソウ

(キンポウゲ科 スハマソウ属)
*学名ユキワリソウは、高山帯に生えるサクラソウ科の小さな多年草。

日本に自生するスハマソウ属の植物も、雪解けのころ開花

することから、雪割草と呼ばれている。

*キンポウゲ科には、トリカブト属。フクジュソウ属・アネモネ属・

オダマキ属など耐寒性があり、地下に根茎や塊茎を残して越冬し、

翌春芽を出し、花を咲かせる植物が多い。

*雪割草の仲間は、北半球の冷温帯に分布し、ブナ等落葉植

物林床植物として生育している。冬季には、林に差し込む

日光を浴びて成長・開花し、種子を作り夏期には、茂った

葉の下で休眠している。

*ミスミソウ分布“・中部(神奈川。長野・福井・富山)以西から福岡

*スハマソウ分布・・・神奈川から岩手

*オオミスミソウ分布…石川から秋田・青森の日本海沿岸丘陵

*ケスハマソウ分布…瀬戸内海をはさむ四国・西日本から長野

*新潟県等に自生するオオミスミソウは、花や葉が大きく異

変の幅も広く、色も形も大きさもさまざまな花が咲く。又、

交配や増殖も盛んに行われており、次々に新しい花が作り

出される。愛宕山の雪割草はオオミスミソウを中心に交配

し増殖したものである。



慈 光 寺 紀 行

高岡 五百子 (高 12回)
久方振りに故郷の墓参と滝谷の慈光寺へ訪れたのは、

春も四月半ばの頃である。実家付近の家々や街並みの風

情が懐かしく、何十年振りかの村松公園の桜は正に見頃

の美しさを迎えていた。父が生前の町長時代、公園で行

われた消防の出初式や、往時の賑やかだつた遠い日の出

来事が、いろいろと想い出された

今年、百周年を迎えた伝統ある松高の正門 (国の有形

文イ助 、その変わらぬ姿をカメラに収める。1日村松駅か

ら車で二十分程度あちこち走り廻り、目的の慈光寺へと

向う。菩提寺でもあつたお寺を′自、子にも見て欲しいと言

う願いからである。

就 1計へ流売くヽ

の手前に駐車場が

あり、そこで一息

つく。天高く並び

立つような杉に囲

まれた五百メート

ル程の参道を歩き、

静けさと澄んだ空気に癒される思しゝ 淡い春光に満ちた

鮮やかな緑に包まれて居ると、身体の中から新鮮に甦っ

てくる′とヽ地がした

樹齢三百年から五百年を経た百四十本近い巨大な杉並

木は、県の天然記念物に指定され、散策コースとして訪

れた人々に親しまれている。参道には多くの石仏が点在

し、六地蔵尊、三十三観音菩薩、姥石、詩の道広場や鳴

滝不動尊などの地蔵尊が見守るように侍んでいる。その

参道を過ぎれば、標高千十二メー トルの名峰と言われる

白山の登山道入り口にいたる。訪れた日は四月の山開き

と重なり、大勢の登山者に出会った。裏山には、白山の

山奥に住んでいたと言う大蛇伝説や天狗伝説の天狗堂が

ひつそりと祀られており、今でも語り伝えられている。

階段を上って山門を通り境内に入つて行くと、そこには

開創千四百二年 (室印珈噂 から続く六百年の歴史が重々

しく感じとれる。越後四ヶ道場の一つとされ、禅宗のお

坊さんが修行する寺でもある。七堂伽藍の構えは、修行

僧が座禅をしている姿と言われ、改めて見入つてしまう。

慈光寺には体験コースが設けられていて、事前に予約

すれば座禅道場での座禅体験や写経をしたり、郷土精進

料理を味わう事ができる。座禅堂では、素足になり合掌

から始まる。淀みの無い大気の中、静寂な時の流れに身

が引き締まる思いになる。静かな心の思うがままに任せ

て座つて居ると、気付かないうちに身体が揺れたり、背

中が曲がつたりしたのだろうか、ご住職の警策がビシッ

と右肩を打ち、ハッと我に返つて再び心も新たに時が流

れて行くうちに終わりとなる。

写経の体験は、広間に置カツЪた机にむ力ヽ 「ヽ般老t仙

を静かな気持で写していくのだが、心を綺麗に洗う心境

で―字―字を書き写していると、静寂な時の流れが身を

清めていくように感じられる。

郷土の食材を使った慈光寺ならではの身体に優しい精

進料理を美味しくいただく。ご住職が五観の偶 (食事引)

を物静力ヽ こ説かれ、そのお話を聞いていると次第に心が

豊になつて来るの

を覚える。奥の間

のお座敷で、一面

に見える庭の風景

は、まさしく一幅

の絵を観ているよう。

四季を通しての移

り変わりの様は、昔

から変わらず繰り返

される自然の営みである。夏の日には、汗ばむ暑気から

逃れて濃緑の木立に涼を求め、お地蔵尊が木漏れ陽の中

に件む参道を森林浴する3

秋に|ま、山々に吹き渡る風も冷気を帯び、鮮やかな紅

葉が目を楽しませてくれる.参道の手前にある集落、蛭

野には百本ほどの銀杏の木が立ち並び、県下でも有数の

産地であるが、一面黄色に覆われた様は文字通り見事な

黄金の里と言える。

冬になれば積雪と

共に山里は静かな眠

りについた様になり、

木々に積もつた雪は

陽に美しく輝き、境

内の雪景色は深遠な

風清と趣を見せる。

例年、二月十二～

十三日は慈光寺の春

の祭礼として、麓の

男1所にある虚空蔵尊

のお祭りが開かれる。

日が暮れて、手造りの

知 リカMヽ昧公,D

町から山門までの道筋を、寒さ力汗口らぐように幻想的に照

らし出している様は、雪の中の風物詩として親しまれて

いる。この素晴らしい夜官の祭礼は、今でも訪れるたび

に幼い頃の郷愁を呼び覚ま九

都会では決して味わえない静寂と数々の伝説に包まれ

たこの名刹を都会に発信しようと、息子は博報堂のボラ

ンティアチームを作り、慈光寺プロジェクトとしてご住

職と何回も話し合いを重ねた。二年間に十五回以上は訪

れ、パンフレットを作成したり、お寺のキャラクターを

デザインしている。

都会の喧騒を離れ、一人でも多くの方々に慈光寺へ足

を運んで戴きたいものと願つている。

郷土の素材をふんだんに使つた

郷土精進料理

県の天然記念物 参道の杉木立

別所の虚空像尊

Iθ



座 禅 と 釣

今井 貞夫 (高 16D
私は子供の頃より神社、仏閣を参拝すると、其の度に

身の引き締まる思いをしております。何と言つて良いの

か表現し難いのですが、心が落ち着くと申しましょう力、

大変清々し・ミ になります。

東京生活でのイライラ病、社会、会社への不満、同僚

とのトラブル等ストレスを感じた時は、必ず近所の神社

に参拝に行きます。境内に入ると直ぐにストレスが消え、

清々しい思いになつて再び平常心が戻つてきます。

数年前、仕事で住友ビル (丸の内)の裏手に行った事
があります。早朝の為近くに車を止め、仕事の時間まで

待つ事にしました。するとビルの一角に小さな祠を見つ

け、先ずは参拝と思い境内へ入つた途端、ビリビリッと

静電気の走る思いがしたのです。「普通の神社ではない

な !」 其処はあの有名な「平将門の首塚」でした。参拝

を終えて帰る時に、後ろから刀で切りつけられそうな、

異様な殺気を覚えたものです。丸の内に勤めるサラリー

マン達が、行列を作って参拝をしている風景も目にし、

何洲肇訂不思議な気分になり、それ以来、私が東京で一

番好きな所となりました。

私は昨年の春、定年を迎えたので東京の生活に別れを

告げ、25年振りに新潟に帰って来ました。人の性格は、
年を重ねる毎に「角が取れて丸くなる」と思つていたの

が、私の場合「気短」になつていることに気付きました。

人よりも「煩脳」を何倍も強力に持っている人間かもし

れないと思つています。数年前、東京に居た頃にボーと

テレビを見ていたら、何と故郷の旧十全村の「慈光寺」

が座禅の修行道場として放送されていました 自由には、

大勢の観光客が座禅の修業をしている様子を映して居り

ました。生まれ故郷の寺が「座禅道場」等と恥ずかしな

がら知る由もありませんでした。ただ古い寺としか考え

ていませんでしたが、600年の歴史をもつ越後四ヶ道
場の一つだそうです。そういえば、夏休みになると私の

従兄や先輩達がお寺で大学受験の為に合宿生活をしてい

た事を思い出しました。其の時代には、今の様にエアコ

ンなどない時代ですから、少しでも涼を求めて「合宿所」

として使わせて貰っていたものと思われま丸 小生も機

会があったら「座禅」を体験したいものと願つていまし

た所、此の度 5月 ～8月 にかけて数日間座禅の修行にりL

戦する事が出来ました。

初日の参加者は20数名でしたが、回を重ねる毎に人
数が減り、最後は3人になつていました。駐車場から参

道へ50年振りに入山すると、大杉の並本が迎え入れて
くれたc直径が何メートルも有る杉林があり、案内をし
てくれた長老の説明が上手い事 !あれは確か天狗が腰掛

けた大杉、これは大蛇が巻きついた大杉などと、音に聞

いた説明が壊かしく思い出される。上に登つて行くと不

思議な錯覚に陥ち入り、此処は間違いなく名峰白山の筈

が、大都会のD畔 の中に居るような気分になつてきた
そうだ此処は大東京西新宿のご灘 だ、と急にタイムス

リップした様な錯覚に陥る。小生推理作家ではないので

上手く表現出来ないのが大変残念 !更に上に登つて行く

と一番の老杉が見えてくる。これも最近何処かで見たよ

うな気が……今一番の人気スポット墨田区に建設中のス

カイツリーに似た様子もするが、これも錯覚であろう力、

一部建設工事に関わつた贔煩目かもしれないな～と思い

ながら登つて行き、山門を入ると右手に宝仏殿、其の奥

に庫裏、中央に本殿、左手に座禅道場がある。名峰白山

より湧き出る清流、天に答える老杉に蔽われた様は修行

場に相応しく、今でも現代人の心を清めてくれる。

境内に入ると左手の建物が座禅堂である

手を洗い、耳を清め、口を漱いで暫し待機する間、名

峰白山と新潟白山神社の由来の立て看板を読む。やがて

板魚で集合の合図があり、御前様より若干の説明を受け、

見た事も無い真っ黒な座布団を、尻の下に敷いて座禅に

入る。眼は完全に閉じず、組み手は親指を立てて置き隙

間を作る。呼吸は鼻より深呼吸、国からゆつくり出丸

10分位経つと全員が前後に揺れ始めた。すると「沢」
という木で肩をビシッーと打たれ、その音が静かな道場

に響き渡る。有難そうに合掌しながらも、何で肩を打た

れるの力Ⅵ写らない。俗世間なら打ち返したい所であるが、

全くもつて解らない。これが 1回目の感想である。 1回
や 2回の経験では理解出来ない事であろう。それが座禅

であろうか?回を重ねるにつれ本当に「煩悩が消え、角

が取れて丸くなる」ものであろうか?

小生の趣味は「釣」である。定年後、新潟に帰ったら

時間の許す限り、思う存分釣りをやつてみたいと思つて

いました。仕掛けを付け岸壁、岩場、砂場と場所を選び、

糸を投げ入れ「ジー」と魚信を待■  1日何も釣れなく

とも良く、こんな楽しい事は他になし、瞳群iも釣」も撫

心」になれる。行き着く所は同じでは無かろうかと思つ

ています。



M9.0東 北・ 関 東 大 地 震 遭 遇

阿部 勇 (高 9D仙 台市在住
宮城県沖を震源としたM9.0の大地震が3月 11日の
14時 46分に発生し、正に私}♯冨島市で遭遇しました
当日は、孫の中学卒業式に出席し、式も予定通り順調に

終了したので娘宅に行き、娘と孫と私達夫婦の4人でお

祝いのお膳を囲んでいました。食事が終った頃、急に地

震が発生したのです。最初は縦揺れ、次に横揺れが大き

くなつて来たので直ぐ皆で外へ飛び出し、50坪ほどの
駐車場の真中に避難して様子を窺がっていました。横揺

れは非常に大きく1分以上続き、近くの4階建ての空き
ビルがバリバリ!!と大きな音をたてて 1階部分が潰れ、

3階建てになつて仕舞ったのです。これを見て仙台にあ

る自分の家は大丈夫力NW熙こなつてきた。地震が少し収
まり、娘と孫の安全を確認してから車に飛び乗り仙台の

自宅に向う。 5分ほど走るとガソリンスタンドが目に入
つたので、まずはガソリンを満タンにし、次にコンビニ

で食糧を入手した。この時、ガソリンが給油出来たこと

は全く幸運であり、ましてや満タンに出来たのは全く間

一髪の差であつた。仙台市に8時間を要して帰るも、緊

急車輌が優先通行であるから=般車は後回しになり、走
行もままならない。市内のガソリンスタンドの大半は被

災のため営業不能になり、給油可能なスタンドには一般

車が長蛇の列をなし、8～ 10時間待ちの大混雑で、し
かも10～ 151イの限定的な給油になつた
さて私事になりますが、前回の宮城県沖地震∈47.のは

33年前の昭和53年 6月 に発生し、仙台では震度 5で
した。この時ブロック塀の倒壊で7人の尊い犠牲者が出

たのです。 5年程前から宮城県沖地震は70～ 80%の
確率で近々の内に発生すると報道されていました。

我家でもそれなりに心の準備は出来ていて、3年程前

から妻が水・冷凍食料品・電池類などを少しずつ蓄えて

居たのが幸いした。但し、今回の大地震は前回と比べて

余りにも広範囲に及び、4月 9日現在まで震度4以上の

余震は93回発生している。また最大 18,3mもの大津
波による住宅・鉄道 。道路などの被害は計り知れないほ

ど大きく、人戸・宮古 0山田・釜石・陸前高田・大船渡・

気仙沼・南三陸・]刻 |10石巻・イ山台・名取・岩沼・相馬・

いわき等の各漁港、海水浴場も壊滅的打撃を受け、多数

の犠牲者が出た。 3月 30日 の報道では、東北だけで死

者 11,358人、更に行方不明者 16,000人余りで、
死亡と行方不明者合わせて27,000人余りと想像を絶
する被害になつた。身内を亡くしてしまわれた方々の心

情を想えヤよ 何と申し上げるべきか言葉を失う。

我が家は犠牲になられた方々から見ればとても文句は

言えません。屋根瓦や風呂場や床の間と家具類などに大

きな被害を被りましたが、夫婦共々怪我をせずに無事で

あつたことは何より幸いでした。

今回の大地震や巨大な津波によつて家が倒壊したり流

されてしまった方々や、福島第一原発事故によつて半径

20km圏内の避難指示が出された方々を合わせると、
3月 30日現在で17万～ 18万人の方々が避難生活を
送られている。しかしながら政府や自治体、外国等から

の懸命な努力と支援も全く追い付いていないのが現状で、

国を挙げて一層の支援体制をお願い申し上げる次第です。

被災地のライフラインも日増しに好転し始めています。

電気 (60%)、 水道 (36q8)、 ガス (15%)等の復
旧が少しずつでも進んでいますが、特に仙台ガスは港工

場を焼失したため、新潟より天然ガスを送ることで対応

しています。然しながら、平常の状態まで|ま 1年以上を

要する見込みで現

さて、私は宮城沖地震に2回遭遇して、常日頃からの

準備や′と嚇Hすを参考までに記してみま丸

1)1週間分の水・食糧・電池・ティシュペーバー
カセットコンロとガスボンベを備蓄しておく。

2)災害避難伝言電話のやり方をメモしておく。
3)家具・食器棚 0テレビ等を固定金具で固定しておく。
4)根拠の無いデマに振り回されない、被災後の工事業
者を事前に良く選定しておく。

5)地震保険は建物・家財など内容を損保会社や代理店
と良く打合せをして万全を期すること。

6)地域の避難場所を前もつて近親者に知らせておく。
7)近親者の電話・携帯電話・メールアドレスをメモし
ておく_

近くの倉庫から流されてきた新聞用のパルプ紙

津波で破損した車輌の集積所
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松 城 健 児  未 来 に羽 ば た け :

安中 信夫 (20回■_l
今は隈かしいSLが、白い蒸気を吐きながら、磐越西
線の五泉駅に入つて来た。その列車に乗り込み、見送っ

てくれる友に別れを告げ、新津経由ヽ 馬桐生の地へ向

け旅立った今から四十四年前の二月、私は社会人として

の第一歩を踏み出しました 当時は「西の西陣、東の桐匂

と謳われた織物の名産地桐生。その繊維関係の会社に就

職しサラリーマン人生がスタートしました。約十年間勤

務した後、脱サラで園芸資材を製造する会社の設立に参

画しました。所が、放漫経営が祟り七年後に倒産、個人

的にも多額の保証債務を抱え、どん底に突き落とされま

した。村松を旅立つ時は「青雲の志」を抱き、希望に胸

を膨らませていたのに脆くも崩れ去り、先の見えない

日々 が続きました。そんな中で多くの方に支えられなが

ら、二十六年前に現在の会社を立ち上げる事が出来まし

た。再建の道は茨の道で大変厳しい物が有りましたが、

年を経る毎に業績を伸ばす事が出来、この不況下何とか

生き残つていま丸

まだまだ小さな会社ですが、昨年突然母校の就職担当

の先生の訪間を受け、就職戦線の厳しい現実を伺いまし

た。「求人の予定があれば是非、松高生の採用を検討して

欲しい」旨のお話を頂き、何と力後輩の就職の手助けをし

たい想いと、自分自身の将来の勝ち残りのためには、若

手の人材の育成が不可欠との考えに至りました。新規採

用を母校に求めようとお話した所、早速希望者が現れま

した。昨年の松高の2回目の就活バスツアーが、我が社

を訪問した折に面接を行い、其の後内定に至る事が出来

ました。たった一人の採用ではありますが、後輩を迎え

る事はとても嬉しい気持ちですL自分の四十四年前の姿
についダブらせてしまいます。今は就職戦線も厳しく、

若者にとつては夢を持てない社会かも知れませんが、夢

と希望を失ったら若さの特権はなくなつてしまいます。

夢の実現に少しでも役に立てるように応援して行きた

いと思います。

「未来に羽ばたけ ! 松城健児 !」

平成 23年 2月 4日 開催 した創立 25周年
社屋新築移転 10周 年記念謝恩パーティ

日記でボケ防止?

徳永 道子 (高 12回)
私が日記をつ1激台めたのは、6年前のおIEPからで現

姉が毎日書いていると聞き「それでは私も」とす念発起

しました。きちんとした日記帳ではなく、普通B5ノ ー

トで始めました。

最初は「今日は何があった」などと覚書のような5～

6行の簡単なものでしたが、書き始めると、どんどん内

容が多くなり、孫のおゆうぎ会や、運動会等は 1頁以上

になつたり、旅行に出掛けた時などは、3～ 4頁に及ぶ

事もあり、まだ6年半位ですが既に32冊になりました
時々、昨年は何をしていたのかな?と か、孫たちと水族

館に出掛けたのは何日だつたのかな?と頁をめくる事が

あります。入場券やパンフレットも貝占ってあるので、そ

の時の事がよく思い出されま丸

最近、私は脊柱間狭窄症なる病名をつけられ、その症

状の一つとして間欠陛破行で時々歩行が困難になる事が

あり、どうしよう?と不安を感じています。接骨院を営

んでいる長男に “足・腰の筋肉をつけなければ、どんど

ん歩けなくなるから、痛みのない時は出来るだけ歩いて

筋肉をつけるように・・・"と云われ、何とか努力しな

ければと考えているのですが、思うように行きません。

2年前までは週に3日 ていど早朝散歩をし、近くの川筋

の遊歩道を5km程歩いていたのですが、調子が良くて
どんどん歩ける日もあれば、痛みを我慢しながらゆつく

りゆつくり歩く日等いろいろでしたが、今はもうほとん

ど散歩へも出掛けられなくなり、50～ 60m歩いただ
けで痛みがきて、―休みしなければ一歩も足が出なくな

る状態になりました。

最近は月・火・木・金はスポーツクラブのプールで水

中ウォークとアクアビクス。水・日は卓球をしています

が、運動をしている時はなんともなく動けるのに、普通

に歩くのがダメで本当に不議 です。

散歩を普通に出来ていた頃は、川にIJI悌阜・り||せみ・

鷺・鳴等を見る事ができ、6月 には鴨の赤ちゃんがかえ

つたりして、親鳴の周りに小さな子ガモが10羽も泳ぐ
様は本当に可愛く、しばし足を止め眺めてしまいます。

どうぞ皆無事に育ってね !と願わずにはいられませれ

このような事も日々 、日記に書き込み楽しんでいたのに、

今はもう見る事もかなわず残念に′思いま丸

先日ある雑誌に脳外科の権威である、中野重徳先生の

記事が載っていました。「日記はボケ防止になる…」と。

私は60歳を過ぎてからですが、毎日字を書くことで脳
も活性化されているのでは?また、漢字も忘れずにいら

れるのでは?と思いつつ期待しながら続けております。

これからも、ボケ防止のために、いつまでも続けて行こ

うと心に誓っているのですが・・・。

薫■■■群■ Ⅲ雲:)｀

轟静ざ灘繊:■■ユ■姜ド
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小 出 博 三 氏 の 油 絵 展 に て

今年の3月 6日 (日 )から12日 (土)まで1週間の

予定で小出氏 (高 8)の第 13回油絵展が、昨年と同じ

有楽町の東京交通会館Bl(シノL/バーサロンA)に於い
て開催されたので、初日に拝観してきた。初日から多数

の方々が鑑賞しておられたが、8日には同窓の方々も立

ち寄られ、久し振りに話し込んだりして楽しく鑑賞され

たようである。

最近、写真やいろいろな資料等でお世話になつている

小倉和助氏が11日 に来場され、ゆつくり鑑賞したり写

真を撮ったりして帰られた由。ところが当日は、千年に

一度と言われる巨大地震 l1/19.0)が午後 2時過ぎに発生

丁度、帰りの神田駅で遭遇したため、三郷市の自宅まで

帰る手段が無くなり、駅で一晩過さざるを得ず風邪を引

いてしまわれたとの事。大変お気の毒なことであつた。

一方、小出氏は展示物に被害が出なかつたものの、展

示を継続出来ないと即座に半J断し、運送屋さんに電話し

たところ幸運にも予約でき、 12日 (土)の朝早くトラ
ック便が来てくれたとのこと。しかしながら通常であれ

ば自宅まで 1時間弱の道程のはずが、3時間半も費やし

たそうである。突発的な大地震であつたが、怪我も無く

作品も無事に撤収できたことは、不幸中の幸いと言える

かもしれない。これにめげず来年も一層素晴らしい個展

を開かれるよう切望して止まぬЭ     大橋 記

喜 寿・ 結 婚 五十 年・ 孫 の七 五 三

鈴木 健司 (高 4回)
昨平成22年は、私にとつて人生の複数の記念すべき
行事の年でした。標題の順番で記事に致します。

同期生との「月岡温泉」での祝賀会に参加いたしまし

たように、防 の』の年でした。誕生月は8月で九

一方、私達夫婦は『結婚五十年』の年でした。結婚式

を挙げたのは、 12月 でした。
祝賀会のために研究してみました。

1.「譴 「ゝ古稀」「喜寿」「米寿」「卒寿」などの年齢に

基づくお祝しヽま、周りの人達が催して下さいます。

2.「結婚五十年」は、『皆 様々方のご指導・お引き立て

の御蔭様でございます』という趣旨で、50年を
迎えた夫婦が『皆 様々方』を、お祝いの席にお招き

するのが、社会1貫習でございました。

3.別居している′自、子一家と話し合って、『「喜寿」と
「結婚五十年二合同の「お祝い会」を開催して、

費用を折半しよう」と合意いたしました

4.『祖父母と2人の孫」の4ノ、の写真が、その時です。

昨年の11月 6日十二十ま、息子一家と下の孫の「七下三」
のお祝いに、夫婦で

~明
治神官_にお参りいたしました

孫2人がその時の写真で十ご両方の行事の写真撮影では

どうしても孫の方にだけ関心が向いてしまいます。

我 夫々婦にとつて、現在の孫は、この二人だけです。

『孫可愛がり」|ま長生き

の賜物と感謝しております。

上の孫|ま、今年の 4月 に
「中学 1年生_になります。

そのお祝いのやり方を、

いろいろ考えながら、私

の将来に関しまして、

次は 耐貯て、その次の

F卒寿」を達成しよう。

そうすれば、『曾孫』を

抱けるかも知れない。と、

夢を抱いておりま丸

どれかでも、実際に体験

できたら大変な幸せです。

3月 8日に訪れた同窓の方々と小出氏 (左端)

初日に立ち寄つてメモをとりながら鑑賞される方々
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〃 ノ J涯 魂 効 褒 Ⅲ ラ ク

平成23年 4月 7日 、入間カントリー倶楽部に於いて
松高東京同窓会の第 15回ゴルフコンペが開催された。
地震の影響で通常の1/4程度の客足ではあつたが、
4分咲きの桜をバックぽ巨例の記念撮影をして、午前8

時42分に1組目がスタートして行った。
今回もまた亀山氏、吉井氏のお二人には何かとお世話に

なり、心から感謝とイ卸ネLを申し上げたい。

〃 ノ σ″ ンシ4フ コ じ/^物 錫露
Jザ長)1星ミ  (li`でlγ〉』]`I)

優勝・今井 英雄、準1副券・佐藤 克、

3位・鈴木 理恵子
貌 嵯鋒30瞑不同・敬称略)
1組 鈴木 輝雄、片柳 ムツ、鈴木 理恵子
2組 亀山 矢日明、金子 鶴男、吉井 清
3組 大橋 貞夫、今井 英雄、石黒 勝夫、佐藤 克

鼻打プ σ Д甕嘉理テニ九移 7』含 ″ お 〃 ら ″
平成23年 10月 5日 (水)、 入間カントリー倶楽部に於いて第 16回親睦ゴルフ会を開催いたします。
優勝杯を手にして、美酒を飲んでみようと思われる方は下記へご連絡下さい。

吉井 清 (高 8回 )■L&Fax 042-527-6482 亀山 知明 (高 3回 )■L042-572-5096

平成23年 6月 第51号     表紙の題略。題字は佐伯益一氏 (旧中27)書

発行人 新潟県立村松高等学校東京同窓会 広報委員会
東京同窓会事務局 〒201-0005 狛江市岩戸南 2-14-14
電話・FAX番号 03-3488-2117(石 黒四郎 )

四分咲きの桜を背にして元気ハツラツ || 初めての優勝杯の感想は ?
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校 歌

旧・県立村松中学校 旧・村松高等女学校 県立村松高等学校

浮田 辰平 作詞
曲は  旧軍歌より

塵の巷を遠 ざけて

雲たちまよふ 白山の

麓に立てる松の群

見よ凌香の気を含む

落葉をくぐる流にも

岩石砕 く力あり

清きは水の姿にて

強きは誰が′いぞや

夫れ英雄 も人傑 も

人の子吾等が類な り

あ ゝ松城の健男児

奮ひて起つべ し諸共に

あ ゝ松城の健男児

勇みて起つべ し諸共に

相馬 御風 作詞
大和田愛羅 作曲

愛宕の山のむ ら松の

み どりの色の常盤なる

操を胸に 日の本の

をみなの徳を磨かばや

心は身はも真夏なほ

日に輝ける白山の

雪にもまさる清 さもて

正 しき道を進まばや

その名 も高きこの里の

桜の花の うらうらと

のぼる朝 日に匂ふごと

気高き姿保たばや

相馬 御風 作詞
中山 晋平 作曲

普 く照 らす天つ 日の

光を浴びて年々に

伸びて しやまぬ若松の

ときわの志操いや堅き

学徒われ らの在 るところ

明朗の和気みなぎれ り

見よ質実に清純に

進取の生気湧き溢れ

文化の花の咲 くところ

希望は常に輝ける

道に我 らを進ましむ

努めなんいざもろともに

2.

第 一 応 援 歌 第 二 応 援 歌 第 二 応 援 歌

緑濃き臥龍が丘に

轟くは我等が歓呼

若人の高鳴る血潮

たたえつ 春ゝの日廻る

いざ叫べ若人の誇 り

わななける力の腕

見よや君歓喜の胸に

輝くは永久の勝利

2.

臥龍原頭幾星霜

切磋琢磨の功を経て

花紅の香に匂ふ

誉れは高き松城の

健児が胸に血や躍 る

我等がえらぶ丈夫の

誉れは海の湧 くがごと

望みは雲の行 くがごと

月の桂をな譲 りそ

栄ある名をぞとこしへに

2.

松城健児六百が

祖国の為に剛健の

大図をここに定めん と

送 りいだせ し我が勇士

覇権を譲 ること勿れ

我等六百ここに在 り

今壮快の晴戦

見よ雄叫びの只中に

我等が望み一筋に

肩にぞかかる勇戦士

覇権を譲ること勿れ

我等六百ここに在 り

3.
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